
◆行事予定◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月 避難訓練 

２ 火  

３ 水      

４ 木  

５ 金 プール終了 

６ 土  

７ 日  

８ 月  

９ 火 グループホーム鳳凰さんと交流（ぎんが） 

１０ 水 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

１１ 木  

１２ 金  

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月 敬老の日 

１６ 火  

１７ 水 誕生会 

１８ 木 サッカー教室（たいよう・ぎんが） 

１９ 金 架け橋プロジェクト(ぎんが) なつまつり 

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月  

２３ 火 秋分の日  

２４ 水    

２５ 木  

２６ 金 なつまつり予備日 

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月  

３０ 火  

令和７年９月１日 

園長 宇野 智子 まきしまひいらぎえんだより 

今月の目標 

し ず く             戸外や室内で身体を動かして遊ぶ楽しさや心地よさを味わう。 

う み             靴を履く、帽子をかぶるなど、身の回りのことを自分なりにやってみようとする。 

                 保育者や友達と一緒に、体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

そ ら             簡単なルールのある遊びに興味を持ち、楽しむ。 

                 走る・跳ぶ・登る・ぶらさがるなど、体を様々に動かして遊ぶ。 

ちきゅう             言葉のやりとりをする中で、経験したことや自分の思いを伝える。 

                 友達と一緒に体を動かしたり、活動したりすることを楽しむ。 

たいよう             身の回りのことを丁寧に行う。 

             共通の目的をもって、友達と一緒に体を動かすことを楽しむ。 

ぎ ん が             地域の人々とふれあい交流する中で、親しみをもち、感謝や思いやりの気持ちをもつ。 

                 運動会に期待をもち、友達と一緒に挑戦する楽しさを味わう。 

 今月の歌  

しずく 「大きな栗の木の下で」「やきいもグーチーパー」 

う み「とんぼのめがね」「大きな栗の木の下で」 

そ ら「とんぼのめがね」「くだもの列車」 

ちきゅう「どんないろがすき」「うさぎうさぎ」 

たいよう「パレード」「カマキリじいさん」 

ぎ ん が「ありがとうの花」「赤とんぼ」 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

        10 月の主な行事予定 

１１日（土）運動会  予備日 １２日(日) １３日(月) 

１５日（水）ぎんが遠足 雨天決行 

２２日（水）園児大会（ぎんが） 

２３日（木）ちきゅう遠足 予備日３０日（木） 

２４日（金）たいよう遠足 雨天決行 

9 がつ 

 

 ９月１９日（金）は夏祭りです！！※雨天荒天時は２６日に延期です 

 残暑を避けるために日程をずらしたのですが、今年のこの暑さはいつまで続くのかと、心配はある

ものの、少しずつ日の暮れが早くなり、時折吹き抜ける風に秋を感じながら、開催に向けて準備を進

めているところです。在園のお友達と昨年の卒園生には、チケットが配布されます。それ以外の方（保

護者やご兄弟など）でチケットを希望される場合は、事前購入がお得です。９月１日から９月１２日

までは、３００円にて販売いたします。（当日券は５００円ですが、数に限りがあります。ご注意くだ

さい。）お求めは、職員室まで。 

 時期が遅くなった分、暗くなるのが早いので、今年は保護者の方々にご協力いただき、いつもより

多く電灯を用意しています。より、祭りの雰囲気を楽しんでいただけるのではと思います。 

 

                 防災の日に思うこと 

 今から１０２年前の大正１２年 9 月１日に発生した関東大震災の教訓を生かすことから、９月１日

は『防災の日』と定められ、自然災害への備えについてあらためて考える日となっています。 

 ここ数年の地球温暖化によると考えられる自然災害は、その頻度も規模も増大し、その対策は待っ

たなしの状態です。つい先日、『洪水』を想定した避難訓練を全園児対象に実施しました。その当日の

午後、京都市に観測史上１番の雨量をもたらす大雨が降り、浸水や停電といった被害がでました。２

階のホールに全員避難した際に、子どもたちにお話ししたことが、すぐ近くで現実として起こったわ

けです。南海トラフによる大地震もいつ起こってもおかしくありません。毎年、『災害に備えよう！』

『防災意識を高めよう！』と言いながら具体的かつ効果的な対策が構築できていないことへの、焦燥

感が募るばかりです。 

そんな中、先日、京都府保育協会が主催する研修に 

おいて、２０２４年１月１日に起こった『能登半島地震』 

で、ご自身も被災されながら、いち早く園を避難所として 

開放された日吉 輝幸氏（平和こども園 園長）と 

２０１１年３月１１日の東日本大震災において、津波と 

火災に見舞われながらも、保育中の園児たちを守られた 

八木沢 弓美子氏（おおつちこども園 園長）お二人の 

講演を拝聴する機会を得ました。実体験に基づく『防災』 

についてのお話は、ひとつひとつが重く心に響くものでした。特に、経験したことのない非常事態 

の中、誰一人泣くことなく、保育者を信じ、必死で崖を上った子どもたちの当時の様子に涙が出まし

た。そして、あらためてこども園が担う災害時の対処の在り方を突きつけられた気持ちになり、「大雨

で園が浸水したら」「大地震が起こって、園舎が倒壊したら」「電気やガス・水道といったライフライ

ンが寸断されたら」これらが、万が一ではないという危機意識を職員全員で共有しなければならない

と強く思いました。 

 講演の中で八木沢先生が、「生きるのがこんなにつらいことなのか」と思った時期があったと発言

されました。復興に向けた日々が決して平坦ではなかったことがうかがわれ、胸が締め付けられまし

た。そして、「またあしたね って言えることがどんなに幸せなことなのか」と続けられました。その

言葉が、忘れられません。                          （園長 宇野） 

 

全員の避難が完了した様子 

ぎんがぐみの 

おこめさん 

そだてているよ！ 

 ６月に田植えをさせていただいた田んぼの稲がすくす

くと成長し、緑の稲穂が一面に広がっています。 

先日ぎんが組さんが、田んぼに立てる看板を制作し、さ

っそく設置していただいた様子が左の写真です。 

のはもっぱら 

【本園では積極的に職場体験・ 

インターンシップ・実習生を受け入れています】 

 乳幼児の育ちに直接かかわる保育・教育という仕事の魅力

を、少しでも知っていただき、将来、保育者として活躍して

くれることを願い、受け入れを行っています。保護者の皆様

にもご理解・ご協力をお願いいたします。 

https://shingekai.jp/

